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(
修
士
論
文
要
旨
》

中
世
瀬
戸
内
海
に
お
け
る
村
上
氏
の
基
礎
的
考
察

は
じ
め
に

筆
者
は
、
大
学
の
卒
論
に
お
い
て
厳
島
合
戦
と
村
上
氏
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て

論
じ
て
き
た
の
で
あ
る
。
厳
島
合
戦
に
お
い
て
は
、
小
早
川
隆
景
の
家
来
で
あ
る

乃
美
宗
勝
が
再
三
に
わ
た
り
来
島
氏
や
能
島
氏
と
の
交
渉
の
す
え
毛
利
氏
側
に
就

い
た
事
を
考
察
し
て
き
た
が
、
そ
も

そ
も
村
上
氏
と
は
ど
の
よ
う
な
集
団
で
あ

っ

た
の
か
と

い
う
事
は
詳
し
く
は
分
か
ら
な
い
の
で
あ
る
。

村
上
氏
研
究
の
始
ま
り
は
、
河
合

正
治
氏
に
よ
る

「瀬
戸
内
海
史
上
に
お
け
る

　
　
　

厳
島
合
戦
」
に
よ
り
厳
島
合
戦
に
て
毛
利
氏
が
陶
氏
と
の
合
戦
に
当
た
り
村
上
氏

と
交
渉
に
当
た
り
、
乃
美
宗
勝
が
来
島
村
上
氏

・
能
島
村
上
氏
が
当
た

っ
た
事
を

論
じ
且

つ
内
海
商
人
と
の
関
係
か
ら
考
察
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
合
戦
に
は
、
新
資
料
よ
り
来
島
氏
は
、
来
援
し
て
い
な
い
と

い
う
立
場
か

ら
論
じ
て
い
る
宇
田
川
武
久
氏
や
宇

田
川
氏
説
を
元
に
し
て
能
島
村
上
氏
は
、
来

　　
　

援
し
た
と
論
じ
て
い
る
山
内
譲
氏
の

「海
賊
衆
と
厳
島
合
戦
」
、
後
能
島
村
上
氏

は
、
来
援
し
た
か
不
明
で
あ
る
と
論

じ
る
。
「瀬
戸
内
海
の
海
賊
ー
村
上
武
吉
の

　　
　

戦
い
」
毛
利
元
就
の
長
女
と
宍
戸
隆
家
と
の
間
に
生
ま
れ
た
娘
と
河
野
氏
と
の
婚

姻
か
ら
厳
島
合
戦
を
考
察
し
、
そ
の
後

の
毛
利
氏
と
河
野
氏
の
関
係
を
論
じ
た
。

*

野

口

敦

史

　ゑ

「戦
国
期
の
権
力
と
婚
姻

」
や
同
じ
く
来
島
村
上
氏
か
ら
考
察
し
て
い
る
川
岡
勉

　　
　

氏

「中
世
の
地
域
権
力
と
西
国
社
会
」
川
岡
勉
氏

・
西
尾
和
美
氏
の
共
著
に
よ
る
。

　　
　

「伊
予
河
野
氏
と
中
世
瀬
戸
内
世
界
-
戦
国
時
代
の
西
国
守
護
」
等
に
よ
り
能
島

村
上
氏

・
来
島
村
上
氏
の
研
究
は
盛
ん
で
あ
る
が
三
家
の
内
の
因
島
村
上
氏
に
関

し
て
は
、
他
の
二
家
に
比
べ
厳
島
以
前
か
ら
毛
利
氏
に
従

っ
て
い
た
と

い
う
研
究

が
主
で
あ
り
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
毛
利
に
従

っ
た
か
が
論
述
さ
れ
て
い
な

い
の
が

現
状
で
あ
る
。

又
、
毛
利
氏
と
の
関
わ
り
や
来
島
通
康
の
時
代
は
研
究
が
盛
ん
で
あ
り
、
筆
者

は
愛
媛
県
史
の
村
上
文
書
か
ら
村
上
三
家
と
は
ど
の
よ
う
な
集
団
で
あ

っ
た
か
、

ど
の
よ
う
に
陸
地
の
勢
力
と
関
わ
り
を
持
ち
ど
の
よ
う
な
存
在
で
あ

っ
た
の
か
を

検
証
し
、
村
上
氏
と
言
う
も
の
を
位
置
づ
け
て
い
く
こ
と
が
こ
の
修
論
の
目
的
で

あ
り
、
最
大
の
問
題
で
あ
る
と
考
察
す
る
の
で
あ
る
。
主
と
し
て
研
究
さ
れ
て
い

る
能
島
村
上
氏
を
除
く
因
島
村
上
氏
と
来
島
村
上
氏
を
こ
の
修
論
で
取
り
扱
う
の

で
あ
る
。

平成21年度*文 学研究科文化財史料学専攻
一314一



42奈良大学大学院研究年報 第16号(2011年)

一
、
警
固
衆

に
つ
い
て

村
上
三
家
が
属
す
る
警
固
衆
と
は
、
ど
の
よ
う
な
存
在
で
あ

っ
た
の
か
を
既
存

の
文
献

(愛
媛
県
史

通
史
)
か
ら
次
の
項
目
か
ら
の
村
上
三
家
に
つ
い
て
の
基

本
的
な
活
動
と
働
き
を
明
記
す
る
。

主
な
働
き

(
一
)
海
賊
城
を
根
城
と
す
る
。

(二
)
軍
船
や
兵
員
を
常
に
配
備
す

る
。

(三
)
海
上
警
固
や
関
銭
徴
収
等
の
決
ま
り
が
確
立
す
る
。

発
生
要
因

(
一
)
鎌
倉
か
ら
海
の
盗
賊
に
対
す
る
勢
力
と
し
て
。

(二
)
南
北
朝
期
の
影
響
に
よ
る
制

海
権
を
巡

っ
て
対
立
し
、
漁
業
集
団
の
武
装

化
。

(三
)
戦
争
の
変
化
に
よ
る
奇
襲

・
船
に
よ
る
海
上
武
装
勢
力
が
向
上
。

二
、
因
島
村
上
家
に
つ
い
て

主
な
文
献
は
、
愛
媛
県
史
資
料

編
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
文
書
で
、
元
弘
三
年

(
=
二
三
三
)
五
月
八
日
付
の
護
良
親
王
令
旨
～
天
正

一
一
年

(
一
五
八
三
)

一

一
月
二
六
日
付
の
毛
利
輝
元
書
状

(折
紙
)
ま
で
の
計
四
〇
通
を
調
査
対
象
に
し

て
、
次
の
四
項
目
を
表
に
ま
と
め
た

の
で
あ
る
。

(
一
)
因
島
村
上
氏
の
総
合
年
表
。

(二
)
宛
所
が
因
島
村
上
氏
。

(三
)
合
戦
に
関
す
る
文
書
。

(四
)
所
領
に
関
す
る
文
書
。

(計
三
四
通
)

(計
二

一
通
)

(計

一
八
通
)

三
、
来
島
村
上
家
に
つ
い
て

主
な
文
献
は
、
愛
媛
県
史
資
料
編

に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
文
書
で
、
宝
徳
三
年

(
一
四
五

一
)
二
月
二
一二
日
付
の
河
野
教
通
書
状
案
～
天
正

=

年

(
一
五
八
三
)

五
月
七
日
付
の
黒
田
孝
隆
自
筆
書
状

(折
紙
)
ま
で
の
計
八
六
通
を
調
査
対
象
に

し
て
、
次
の
四
項
目
を
表
に
ま
と
め
た
の
で
あ
る
。

(
一
)
来
島
村
上
氏
の
総
合
年
表
。
(計
八
六
通
)

(二
)
寺
社
に
関
す
る
文
書
。
(計
二
一二
通
)

(三
)
合
戦
や
所
領
に
関
す
る
文
書
。
(計
五
九
通
)

(四
)
差
出
人
が
来
島
村
上
氏
。
(三
六
通
)

来
島
村
上
氏
が
相
手
に
出
す
文
書
が
因
島
村
上
氏
よ
り
多

い
の
は
、
来
島
村
上

氏
の

一
族
で
あ
る
、
来
島
通
康
が
伊
予
の
河
野
家
の
重
臣
ク
ラ
ス
と
し
て
の
地
位

を
持

っ
て
い
た
た
め
で
あ
る
。

　
　
　

ま
た
川
岡
勉
氏
の
研
究
で
あ
る

「高
野
山
上
蔵
院
と
伊
予
」
か
ら
来
島
村
上
氏

　　
　

に
宛
て
ら
れ
た
寺
社
関
係
の
文
書
か
ら
高
野
山
上
蔵
院
を
取
り
上
げ
、
来
島
氏
と

の
関
係
を
考
察
し
た
の
で
あ
る
。
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終
わ
り
に

注

こ
の
修
論
で
は
第

一
章
に
て
警
固
衆
の
実
態
を
解
明
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
第

二
章
で
は
因
島
村
上
氏
に
つ
い
て
論
じ
第
三
章
で
論
述
し
た
伊
予
と
上
蔵
院
と
の

関
係
で
は
、
河
野
氏
に
よ
る
宿
坊
証
文
に
よ
り
伊
予
に
お
け
る
河
野
氏
支
配
地
域

の
領
主
達
は
主
君
と
同
じ
く
上
蔵
院
と
の
関
係
を
深
め
て
い
く
事
に
な
る
の
で
あ

り
彼
ら
は
上
蔵
院
に
対
し
て
下
向
の
道
中
の
安
全
を
保
障
す
る
事
に
よ
り
伊
予
で

手
に
入
ら
無
い
品
物
を
注
文
し
た
り

し
て
い
る
事
が
分
か
る
の
で
あ
る
。
上
蔵
院

に
と

っ
て
は
室
町
幕
府
と

い
う
全
国
規
模
の
勢
力
が
崩
れ
た
事
に
よ
り
地
方
の
支

配
権
力
と
結
び

つ
き
、
師
檀
関
係
を
築
く
た
め
に
各
地

へ
と
使
者
と
し
て
送
り
込

み
、
ま
た
院
主
自
ら
下
向
す
る
等
精
力
的
に
動

い
て
い
る
の
で
あ
る
。
支
配
者
に

と

っ
て
は
国
成
敗
権
の
存
続

・
強
化
を
図
る
な
ど
政
治
利
用
す
る
等
し
て
権
力
を

強
化
し
て
い
く
の
で
あ
る
。
ま
た
支
配
者
層
に
と

っ
て
は
京
都
に
滞
在
す
る
費
用

を
上
蔵
院
か
ら
借
用
し
て
次
の
年
に
下
向
し
て
く
る
僧
に
借
金
を
返
す
等
と

い
っ

た
文
書
も
あ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
上
蔵
院
と
領
主
層
間
の
物
品

・
代
金
の
や
り
取

り
を
す
る
の
に

「
お
ん
ひ
し
り
」
と
言
う
表
現
が
見
え
る
聖
が
存
在
し
て
い
る
が
、

彼
ら
は
高
野
山
か
ら
下
っ
て
く
る
僧
を
全
員
指
す
の
か

一
定
の
範
囲
の
僧
を
指
し

て
い
る
の
か
は
不
明
で
あ
る
。
上
蔵
院
文
書
の
研
究
は
ま
だ
新
し
く
引
き
続
き
調

査
を
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
、
上
蔵
院
と
は
伊
予
だ
け
で
な
く
各
国
と
高
野
山
と

を
繋
い
で
い
る
重
要
な
寺
で
あ
っ
た
と
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

(
1
)
河
合
正
治

「
瀬

戸
内
海
史

上
に
お
け
る
厳
島
合
戦
」

(『
中
世
武
家
社
会

の
研
究
」
吉

川
弘
文
館

一
九
七
三
年
)

(
2
)
山
内
譲

「
海
賊
衆
と
厳
島
合

戦
」

(『
中
世
瀬

戸
内

海
地
域
史

の
研
究
』
法

制
大

学
出

版
局

一
九
八
九
年
)

(
3
)
山
内
譲

『瀬
戸
内
海

の
海
賊
ー

村
上
武
吉
の
戦

い
」

(講
談
社

二
〇
〇
五
年
)

(
4
)
西
尾
和
美

『戦
国
期

の
権
力
と
婚
姻
」

(清
水
堂

出
版
株
式
会
社

二
〇
〇
五
年
)

(5
)
川
岡
勉

『
中
世

の
地

域
権
力
と

西
国
社
会
』

(清
水
堂

出
版
株
式
会

社

二
〇
〇
五

年
)

(
6
)
川
岡
勉

・
西
尾
和
美

『伊
予
河
野
氏
と
中
世
瀬
戸
内
世
界
-

戦
国
時
代

の
西
国
守
護
」

(愛
媛
新
聞
社

二
〇
〇
四
年
)

(
7
)
川
岡
勉

「
高
野
山
上
蔵
院

と
伊

予
」

(
『高
野
山
上
蔵
院

文
書

の
研
究
-

中
世
伊

予

に

お
け

る
高
野
山
参
詣
と
弘
法
大
師
信
仰

に
関
す
る
基
礎
的
研
究
』
愛
媛
大
学
教
育
学
部
二

〇
〇
九
年
)

(注

)
高

野
山
上
蔵
院
は
、
現
在

の
高

野
山
小
田
原
谷

に
あ

っ
た
寺
で
あ
り
金
剛

三
昧
院

の

子
院

で
あ

っ
た
が
明
治

二

一
年

(
一
八
七
七
)

に
高
野
山
で
起
き

た
大
火
に
よ
り
焼
失
し

た
が
、
文
書
は
現
在
、
金
剛
三
昧
院

に
現
存
し

て
い
る

の
で
あ
る
。
上
蔵
院
は
各

地

の
権

力
者
と
関
係
を
持
ち
伊
予

に
も
来
訪
し
、
河
野
家
と
繋
が
り
そ

の
家
臣
で
あ

っ
た
来
島
通

康
と
も
関
係
を
も

っ
た

の
で
あ
る
。
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